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今 日 の 例 会

会 長 の 時 間

次 の 例 会

大阪上方ロータリークラブ

　　　会　長  ：溝畑　正信

創 立：2024 年 7月29日

【例会場】 〒543-0001 大阪市天王寺区上本町6-1-55 シェラトン都ホテル大阪
　　　　 TEL：06-6773-1111　FAX：06-6773-3322

例会：第1・3週目は対面・第4週目はオンライン

【事務局】 〒579-8058 東大阪神田町3-12　医療法人翔聖会 気付
　　　　 TEL：080-2026-1803　MAIL：osaka.kamigata.r.c＠kind.ocn.ne.jp

　　　幹　事  ：竹谷　美和
会報資料担当：青戸　佳世

■ 出席報告

■ ロータリー財団・米山奨学会について  溝畑正信会長

■ 卓話の時間　　　　  宮岸　隆副会長

■ EXPO フェスタ PR　  八尾ロータリークラブ
　会長　長竹　浩　様  　ガバナー補佐エレクト    田中康正様　

■ 今日の歌 【それでこそロータリー】

■ 出席報告

■ ニコニコ報告■ ニコニコ報告

■ 勉強会

■ 今日の歌 【四つのテスト】
2024 年 11 月 25 日 2024 年 12 月 2 日

大阪上方ロータリークラブが発足して 4 か月が経ちました。会員の皆様には、ロータリーのことについて出来るだけ知っていただけるように
情報を提供したいと考えています。ともに奉仕活動をしていきましょう。
ロータリークラブは、さまざまな分野の職業人が集まり、知恵を寄せ合い、生涯にわたる友情を培う場として、1905 年（明治 38 年）にア
メリカのシカゴで創立されました。およそ 120 年前から存在する「奉仕と親睦の団体」です。当時の日本は日露戦争の最中でした。そして
15 年後の 1920 年（大正 9 年）、日本で初めてのロータリークラブが設立されました。
現在、200 カ国以上の国と地域にクラブがあり、会員総数は約 120 万人（日本は約 8 万 5 千人）の世界的な団体です。では、ロータリーク
ラブは具体的にどのような活動をしているのでしょうか？ 
現在、世界中のロータリークラブは「ポリオ根絶」という共通の目標を掲げています。この取り組みには、ビル・ゲイツ財団も協力しており、
ロータリークラブが集めた寄付金の 2 倍の額をビル・ゲイツ財団から寄付していただき、ポリオ根絶に役立てています。イスラエルのガザ地
区での予防接種支援や、ウクライナに対する人道的支援、経済的困窮地域における自立支援など、世界中でロータリーの会員がさまざまな奉
仕活動を行っています。
ロータリークラブに入会することで、このようなさまざまな奉仕活動に参加し、共に汗をかき、経験を積むことで、友情と感動そして広い視
野を得ることができます。さらに、日本だけでなく、世界的な人脈を築くことも可能です。そして、その効果として自己研鑽が図られ、皆様
の人生、仕事にも必ず役立ちます。
あとで、ロータリー財団、米山奨学会についてスライドでお示しします。



前 回 出 席 報 告

ニ コ ニ コ 報 告

会員数 33（０）名

出席会員数 16（０）名

ゲスト

合　計 16 名

0 名

ビジター 0 名

※（ ）内数字は出席免除会員の出席人数　会員：33 名（免除 00 名）

2024 年 11 月 18 日

16/３3　出席率：48.5%

竹 谷 幹 事幹 事 報 告

　

合　計15 名

平松　悦子　様 本日も宜しくお願い致します

感謝

いつもニコニコで

蟹のおいしい季節になりました
本日も宜しくおねがいします

朝倉　千勝　様

溝畑　正信　様 11 月はロータリー財団月間です
当クラブは皆さんでポリオプラスソサエティに
登録しましょう

水野　順　　様 いつもありがとうございます

佐藤　寿延　様 いつもありがとうございます

竹谷　美和　様 11 月イベント参加よろしくお願いします

久保　太公矢様 未来ある子供へ

濱部　英和　様

安田　剛　　様 いつもありがとうございます

いつもありがとうございます

道木　良明　様

道木　憲子　様
いつもお世話になりありがとうございます

皆様、ありがとうございました

間嶋　伸治　様

遠藤　孝二　様

ちょっと寒い宮岸　隆　　様

秋が深まって参りました
皆さん例会に出席しましょう

青戸　佳世　様

￥27,000

＊他クラブへのメーキャップ訪問
　参加者：溝畑正信会長、平松悦子会長エレクト、
　　　　　朝倉千勝親睦委員長
　〈大阪北ロータリークラブ〉
　日　時：11 月 27 日（水）12：30～13：30
　場　所：阪急インターナショナルホテル

　〈大阪難波ロータリークラブ〉
　日　時：11 月 28 日（木）
　場　所：スイスホテル大阪南海

＊地区大会
　11 月 29 日 ( 金 )、30 日 ( 土 ) 各自配布した名札を
　忘れずにお持ちください。

＊本日
　八尾ロータリークラブよりメーキャップ 2 名様来訪
　2025 年 6 月 7 日 ( 土 ) EXPO フェスタの PR 訪問 
　会長 長竹　浩　様
　ガバナー補佐エレクト　田中康正　様

【第 4 回理事会報告　11 月 18 日】
理事・役員 9 名
出席者：溝畑会長、平松会長エレクト、宮岸副会長、竹谷幹事、
　　　　青戸会計、遠藤 SAA、久保職業奉仕委員長、
　　　　間嶋国際奉仕委員長、濱部社会奉仕委員長

＊地区委員への出向者　中島勇人会員を推薦

＊後期分の年間費及び諸経費の納入のお願い
 　（12 月中旬ご案内予定）

＊2025-26 年度役員・理事

＊中長期計画委員会立ち上げ
　委員長　間嶋伸治　副委員長　濱部英和
　委員は後日決定

会長　　　　平松悦子
直前会長　　溝畑正信
会長エレクト　　間嶋伸治
副会長　　　濱部英和
幹事　　　　久保太公矢
会場監督　　遠藤孝二 

(SAA)

〈役員〉
会長　　　　平松悦子
直前会長　　溝畑正信
会長エレクト　　間嶋伸治
副会長　　　濱部英和
幹事　　　　久保太公矢
会場監督　　遠藤孝二 

(SAA)

〈理事〉

会計　　　　青戸佳世
職業奉仕委員長　　中井良美
国際奉仕委員長　　安田剛
社会奉仕委員長　　竹谷美和



ガバナー月信　11 月号より



ロータリーの友より

５

理事会が決定し、ロータリーの友委員会が全面的に監督
します。各地区から毎年度1人選ばれる地区代表委員は、
委員会への出席、毎月提出のリポートでの『友』に対す
る評価・提言、委員会事業の地区への広報、地区内のク
ラブの活動に関する情報の提供などを主な任務としてい
ます。

創刊まで
　1952（昭和 27）年 4月 25日、大阪市で開かれた地
区大会では、次年度（1952 － 53 年度）から日本が 2
つの地区に分割されることが決定していました。それま
で一つの地区としてまとまっていた日本のロータリアン
が２地区に分かれるわけですから、寂しさと期待の入り
交じった雰囲気が当時の人たちにはあったようです。そ
のようなロータリアンの気持ちから、2地区になってか
らも連絡を緊密にするため、共通の機関誌の創刊が企画
されました。

　第１回の準備会は大阪で開かれました。当時、大阪ロー
タリークラブ（ＲＣ）の星野行則氏がガバナーであった
こともあり、同クラブの露口四郎氏が幹事役となって開
催されました。東京、横浜、京都、大阪、神戸の各クラ
ブ代表者が出席しました。共通の雑誌ということでした
が、東と西では雑誌に対するイメージがかなりくい違っ
ていました。西の星野氏は謄

とうしゃ

写版刷りの簡単なものでよ
いから早くという意見でしたし、東では謄写版では手軽
過ぎて恒久性がない、初めからある程度きちんとしたも
のを望むという考えでした。最初の会合では具体案の作
成には至りませんでした。

　第２回の準備会が岐阜ＲＣの遠藤健三氏の世話で、
1952 年 7月、岐阜・長良川畔の大竹旅館で開かれまし
た。この時は、第１回の準備会よりも具体的になり、議

『ロータリーの友』の変遷

論も沸騰したようです。ここで下記の内容が決定しまし
た。

1．編集委員は合議制とする。
2．東京で発行する。
3．定価 50円とするが、広告を募集、掲載し 100 円の
内容のある雑誌とする。

4．名称は『ロータリーの友』とする。
5．横書きとする（横書き、縦書きで意見が分かれ、各
クラブの意向をうかがうため一般投票を行ったとこ
ろ、2対 1の割合で横書きが採用されることになっ
た）。

6．創刊は 1953 年 1月号とする。

『友』創刊号

●一般社団法人ロータリーの友事務所
　編集・配布などの業務はロータリーの友委員会の包括
的監督のもと、一般社団法人ロータリーの友事務所理事
会の意思決定に添い、職員が行っています。

一般社団法人ロータリーの友事務所　　　
東京都港区芝公園 2-6-15　 黒龍芝公園ビル 4階
　現在事務所職員は、11人。構成は次の通りです。
所長　渡辺剛（東京みなとＲＣ）
編集長　野崎恭子　編集部 6 人　管理部 3 人

Rotary Global Media Network

1953 年 1月 創刊
発行部数 3,300 部
横組みでスタート。その後、俳壇・歌壇など、
一部の記事を縦組みで入れることに

1972 年 1月号 縦横混在の従来の形式を一変し、縦組みと
横組みに分けた現在の形式に変更

1977 年 ロータリークラブ定款第 10 条（当時）の
改正に伴い、国際ロータリー（ＲＩ）
に公式地域雑誌の規定が設けられる

1980 年 7月号 ＲＩ公式地域雑誌（現、ロータリー地域雑誌）
の認定を受ける

1986 年 3月号
　　　　　以降

モノクロから、2色刷り、カラーページが増えていく

『友』の変遷

『友』1972 年 1月号

６

『ロータリーの友』の名前
　雑誌の名称は、第 2回準備会での投票によって、遠
藤健三氏提案の『ロータリーの友』に決定しました。
　この名称に対し、柏原孫左衛門氏がおつまみの「ビー
ルの友」からヒントを得たのではと発言、一同爆笑となっ
たそうですが、遠藤氏自身は、後日談として月刊誌『主
婦の友』からヒントを得たと述べています。

広告は創刊号から
　定価に関しても東西が対立し、遠藤氏が仲裁案とし
て 50円案を出しました。雑誌の体裁としては東の活版

案になったわけですが、活版で制作すると原価が 93円
75 銭かかり、予算が不足することは明らかでした。遠
藤氏は仲裁案を出す時から広告を取って補てんしなけれ
ばならないと考えていたようです。
　定価 100 円は 1962 年 12 月号まで、1974 年 12 月
号まで定価 110 円が続きました。しかし、印刷代や諸
物価の値上がりにより、1975 年 1 月号から定価 200
円に、そして 2022 年 7 月号から定価 275 円（本体価
格 250円）に改定しました。
　現在でも広告は友事務所にとって大事な収入源となっ
ています。

モノクロ カラー


